
東京都立戸山高等学校 

令和５年度ＳＹＲｓ（Symposium for Young Researchers） 

実施日時：１１月３日（金・祝） １２：００～１６：４０ 

参加生徒：本校ＳＳ生（１学年７９名、２学年６０名）、 

外部校５校２０名 

助言者数：５２名（うち女性２３名） 

時  程： 

１２：００ オープニング 

      基調講演 

       国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構  

       （JAXA）宇宙科学研究所 秋山 茉莉子氏 

１３：００ キャリアラウンドテーブル（５５分） 

１４：１０ ポスターセッション① 

１４：５０ ポスターセッション② 

１５：３０ ポスターセッション③ 

１６：２０ クロージング 

１６：４０ 終了 

 

 昨年度まで実施していたＳＷＲ（Symposium for Women 

Researchers）は、理系女子育成を目的として、女子生徒

だけの参加で、研究する女性のネットワークを構築する

ことを目標とした取組だった。令和５年度からはＳＷＲ

時代の理念を引き継ぎつつ、出席者を女子に限定しない

ＳＹＲｓに変更した。ただし、行事全体の運営を女子中

心に行うという形式はＳＷＲに倣った。 

女性研究者数を押し上げるためには、女性研究者を取

り巻く環境について性別に限らず理解することが必要で

あると考え、キャリアラウンドではグループに１名以上、

女性研究者の方に入ってもらい、ライフステージを含めて自身の経験を語っていただいた。また男性

のメンターの方には男性の立場から見た女性の状況、研究職にかかわらず様々な進路について話して

もらい、女性男性の視点から様々なキャリアについての理解を深める機会となった。 

 

（表１）「女性研究者を取り巻く環境について考えるようになったか。」（単位は％） 

  1 女 2 女 1 男 2 男 女子 男子 全体 

よく考えるようになった。 32 38 13 19 35 16 24 

時に考えるようになった。 24 43 42 31 33 37 35 

以前と特に変わりはない。 32 19 39 31 26 35 31 

ＳＹＲｓで話を聞けなかった。 12 0 6 19 7 12 10 

 

 表１はＳＳＨクラスに対し、２月にアンケートを取った結果である（回答数１０４）。「女性研究

者を取り巻く環境について、全体で約５９％の生徒が「考えるようになった」と回答した。特に女子

では約６８％、中でも２年女子は約８１％という結果であった。女子生徒は自己周辺の問題として特

に関心を持ったと言える。また男子でも約５３％が「考えるようになった」と回答しており、本取組



は女性研究者のキャリア理解の契機となったと考えられる。１年では男女で「考えるようになった」

の確率はほぼ変わらない。来年度も同様の試みを行った場合に増加するかが課題である。 

下の図１、図２の上から１つめ、２つめの「研究職へのモチベーションについて」に関する項目に

注目すると、女性研究者による影響を女子生徒は受ける傾向があり、男性を含めたメンター全体とな

った時に男子生徒は影響を受ける傾向がある。いずれにせよ、高校生は様々な方のキャリアモデルを

知ることが大切であり、キャリアラウンドでの専門家との直接的な交流は、研究職や理工系分野への

関心を高めることにつながったと言える。 

 

（図１）「女性研究者の話を聞いて影響があったか（複数回答可）」 
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特に変わらない。

理工系分野への興味が高まった。

研究者の道を断念した。

将来の候補として、研究者の道が生まれた。

以前から研究者を目指したいと考えていたが、その

気持ちが高まった。
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（図２）「メンターの方の話を聞いて影響があったか（複数回答可）」 
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特に変わらない。

理工系分野への興味が高まった。

研究者の道を断念した。

将来の候補として、研究者の道が生まれ

た。

以前から研究者を目指したいと考えていた

が、その気持ちが高まった。
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